





















































ご自宅た.7日に到着するんですが､ 3日間､これから8日､ 9日､ 10日とですね､ご遺体のま
ま､ある意味お別れの時間が過ぎます｡ 11日に火葬が行なわれます｡先ほど鈴木先生がおっ
しゃったような骨葬の形態になります｡ 11日の火葬まではご遺体の前に､逆さ犀風を立てそこに
枕団子､シカバナ､線香､ろうそく､それからお水などを供えて､ 3日間弔問を受けるそうですo
その時は亡くなった人の顔を見るというのがむしろ中心であったというふうに聞いております｡
で､私が伺ったのは火葬からご自宅に帰ってきたときでして､ご遺族から調査のお許しをいただ
いたものですから､それで11日に火葬から帰ってきたときに､私が合流いたしました｡火葬の間､
自宅用の祭壇が飾られていました(写真1)｡火葬が行われた晩に､地域の念仏講による念仏が
行なわれます｡まあ念仏といっても実際には御詠歌で､西国三十三番の御詠歌が行なわれました
(写真2)｡この御詠歌がですね､最近地元でもあまり行わなくなってきたそうで､今回特に､
故人の奥様のご希望で､念仏を続けたいということで､集まっていただいたそうです｡お念仏を
するお宅としないお宅がこの当時､あったそうです｡この後念仏にいらした近所の方々にお食事
を出して､その晩は遺族だけでおまもりするということになります｡
翌日12日がいわゆるお逮夜になります｡で､この逮夜という言葉､葬儀の中での使用は､私が
聞く限りでは東北地方に多い言葉で､関東以南になるとあまり使われないですね｡いわゆる法事
とか､七七日の七日ごとの前の晩を逮夜という地域は､割合と全国あるんですが､葬儀の前日を
逮夜というのはやはりこれも東北の特徴かと思います｡この削ま実は朝から弔問客がまた多く
やってきます｡しかし晩がお逮夜になるんですが､このときはむしろ参列するのは近親､及び親
六
九　しい方々と､かなり選ばれた方々です○そこでまず読経が行なわれ､この写真はご住職の法話が
行なわれているところなんですが(写真3)､それでその後ですね､このようなかたちでいわゆ
る二の膳の付いた逮夜の会食をなさるということで､この席順も実は重要なことになります(写
真4)｡お逮夜は夕方4時から行いますので､かなり早い時間から､近親の方々がこうしたかた
ちで､会食をして､その後､またその晩は近親の人びとでまもっていき､この間線香は絶やさな
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いということが､行われていました｡
13日が葬儀当日になります｡太田家の場合､亡くなってから8日間､葬儀プロセス､葬儀期間
が続くわけです｡朝､自宅で､起轟念詞の読経です(写真5)o本来は出棺でしたが､葬場に出
発のための読経が行なわれます｡このときはごく近い遺族の方々しかいなくて､あとの多くの
方々は直接会場に向かうことになります｡葬儀場に向かうということになります｡かなり交際が
広かったということで､地元では行わずに秋田市の冠婚葬祭互助会の葬儀場｢秋田市セレモニー
ホールへいあん｣で行いました｡車で30分ぐらい離れたところですので､ご遺族だけが自宅の法
要に参列します｡そのとき､これはもう葬儀社のほうがむしろわかっていてですね､出発のとき
に喪主に遺骨を､それから写真を持っているのが故人の娘さんの夫､それから奥様が位牌を持っ
て出発をしていく(写真6)0
これが秋田市の葬儀式場ですが､かなり大きなホールです｡帰りに話を聞いたら､社葬など大
きな葬儀はここで行なうということで､現在よく使われるそうです｡見ていただくと分かるよう
に､かなりモダンな生花祭壇です｡大型の生花アレンジ､それからいわゆるデザイン祭壇で､生
花ですべて埋めるのではなくて､オブジェ的なものが併用されています(写真7､ 8)｡
式次第は読程の後､弔辞が4本とお孫さんからのお別れの言葉で､菩提寺の檀家総代を長く務
めたことで､本山弔辞が最初に行われました(写真9)｡このようなかたちで受付といってもか
なり大規模で､大型葬の形態になっています｡前半の葬儀式部分は曹洞宗の形式に則って行なわ
れました｡引導作法のところが中心となります(写真10)｡そのあと弔辞が続くということで式
場の雰囲気はこの写真のようになっています(写真11)｡
その後､場所を移して三十五日忌法要を行ないまして(写真12)､つづいてお斎です｡一番正
面に住職ほか僧侶がたが座って､つづいて参列者が着席する形になってます(写真13)0
3　プロセスとしての死
レジュメのほうに戻りたいと思うんですが､一連の葬送儀礼の中で､ひとつの特徴として､や
はりプロセスとしての死､つまり､死というのが法律的にはある一時点でありながら､碑文谷先
生の報告にもありましたように､長い時間をかけて死を受け止めていく｡葬儀のなかで死を認知
していくことになります｡
まず臨終として東京でのお別れというのがあり､エンバーミングを施し､そのあとですね｡そ
の晩は東京で､東京在住の親族たちが中心となって死者とともに過ごし､お別れをする｡翌日に
六
は秋出へ出立するわけですけども､その親族たちはまた秋田に来て葬儀に参加したそうです｡そ　八
のあと3日間､いわゆる遺体のままで弔問を受けていくということになり､火葬､逮夜､葬儀､
お斎という､ 8日間に渡る葬儀のプロセスになるわけです｡
特にその火葬前の長い安置の時間というのがこの場合あった｡それは布団に横たえる｡納棺を
したのは実は火葬の11日の朝でした｡それまでは棺に納めないということは､ある意味まだ完全
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な死者ではない､病人の延長にあるわけですね○ある意味境界として､完全な死者とは扱ってな
いところに特徴があるかと思います｡その中で､近しい親族､および親しい人々が､弔問､お別
れをする｡この火葬前の段階では濃い親族､親類付き合いをする近所の人､もしくは友人という
ことで､かなり限られているのが大きな特徴です｡
もうちょっとお付き合いがある意味薄くなってくると､火葬後に行くことになりますo火葬が､
葬儀の一段階となります｡骨葬ではない､葬儀後の火葬の場合には､火葬が大きな､ある意味葬
儀の節目になるわけですけども､東北の場合には骨葬という問題を考えるとむしろ埋葬というの
が葬儀の大きな締めくくりになっていますoそして火葬というのは､現代の状況ではむしろプロ
セスの一段階として認識されているのではないかと思います｡最も重要なのが葬儀式であって､東
北では火葬は結局クライマックスになっていないわけです｡忌みの一段階として､このときの大き
な変化は､火葬後になると､いわゆる生魚､刺身が出てきますoそれ以前の段階では､本当に野菜
だけの精進になっていたという｡忌の段階としても太田家の場合には考えられていたと思われます｡
4　受け取る死者
その時に､ ｢死者｣というものが､なんらかのかたちで存在するというか､死後もなお生者と
の交流が持てる存在として､東北地方では見られる傾向が強いのではないかと思われますoここ
見ていただきますとわかりますように､手桶と水があってですね､ここにグラスがいっぱいある
んですね(写真14)｡お参りに来た方は､このグラスに､手桶から水を汲んで､お供えしますoコッ
プがいっぱいになると､水をこっちに空けて､改めて水を汲んでお供えするわけで､水というの
は線香よりもある意味重要な役割を果たしていますoなかでも火葬のときには､特に孫が､ひた
すら水を取り替えるということが行なわれたそうです｡
他にも､見ていただくと分かりますように､霊供膳が供えられています(写真15)oこれは毎
食取り替えられます｡お膳を取り替えると､サバといってご飯をこのように少し取って､餓鬼た
ちに施します｡故人だけでなく他の死者たちにも供養するということが行なわれますo
それから､特に故人の思いとしては､秋田の男鹿の思い出ということで､寒風山を見たいとい
うことが､生前､亡くなる頃言っていたそうですので､火葬の帰り寒風山に遺骨を持ってむかい､
景色をある意味眺めてから自宅に戻るということが行なわれましたoそれは生前､親友との会話
のなかでみられ､その後寒風山の写真を送られたりという､故人へ思いがみられますoそれから､
弔辞が行なわれますが､弔辞が葬儀の中に入るのは明治以降の話ですけども､やはり基本的には
⊥
壱故人への語りかけというのが大きな特徴かと思われます｡
5　社会関係の再生産
そうした葬儀のプロセスの中で､社会関係の再生産､レジュメでは5番の方に入りますけども､
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多くの関係者が､その関係に応じて参加をしていくoつまり､参列は､いつの段階で､どういう
関係者が加わるかということがですね､火葬前､それから念仏､火葬後､また逮夜､葬儀､三十
五日というかたちで､範囲が決まっています○こうしたことによって､故人が亡くなったことで
今まであった社会関係を､改めて再編していくことになります｡例えば､玄関にこのような参列
者の記帳が行われ､来た方が名前を記してゆくことがあります(写真16)o自宅での弔問という
のが特に今回重んじられて､ 3日間遺体が安置されていたあいだ､お参りに来た人は､故人に対
面した後､遺族と会話を重ねてゆく○その中で､故人を悼むだけではなく､故人とのかかわりと
か､エピソードを知ったそうです(森　2007)○こうした場で故人の人生を遺族が知ることになる｡
っまり､今度は残された遺族との新たな社会関係が構築されていく｡弔問が社会関係の再構築の
場になっていったのではなかと考えられます｡
またお斎の席次や､このイロというのもそういう点では同じ問題です(写真17)oつまり､ど
の範囲までがこのイロ､つまり喪服をつけるのかということもあります｡お斎の席次にしてもで
すね､今までの親族関係の確認と､また再編成という側面があるかと思います｡
6　エンバーミング
ェンバーミングですが､実は一年半養生されていたということで､おやつれになっていたそう
で､ご家族の希望としてエンバーミング処置､つまり､安らかな顔を､お参りに来たときに対面
してもらいたいということで行なわれた｡秋田で人々と対面したときには､お顔が若いときを坊
沸させるとかですね､そうした顔に対する印象とか評価とかというものが､やっぱり死の確認の
場で出てきています｡そうした中で新たな技術としてのエンバーミング､従来の葬儀の中に含ま
れていくことになります｡
台東区のスペースアデューというのは､東京の葬儀場ですが､遺体のまま安置して､いわゆる
家庭の延長というか､リビング､寝室､お風呂場なんかも付いている､いわゆる家を想定した葬
儀場です｡最近そうした形態が徐々に出てきていますo東京の親族とのお別れをここで行ったの
でした｡そして翌日自宅への搬送､先ほど出た正門というのは新築以来､実は昭和43年に新築さ
れて､初めて開いたそうです(写真18)｡
7　さまざまな特徴
六
さまざまな特徴としては､逮夜､先ほども言ったように､お通夜の中での逮夜というのはやは六
り東北のひとつの特徴なのではないかとおもいますoこれを考えたときに､日本の祭りの形態を
やはり私は思い浮かべることになります○つまり宵宮があって､本祭があるという｡葬儀のプロ
セスの中で､いわゆる宵宮にあたる､つまり龍りの場としての逮夜ということを考えますo
それから､枕団子ですけども､これが､色の変化で死者の思いを吊といいます｡男鹿の場合
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には､枕団子が黒く変化すると､死者が未練を残したとかですね､そうしたことを判定します｡
実はこうした俗信は､秋田県下に広く見られます｡秋田だけではなくて､岩手県官古市あたりで
は､団子のできあがりの数で､中途半端な数だと未練があるとか､死者の人生を占うところがあ
ります｡そうした話を関係者がすることで､死の受容､故人が未練があったとか､思いがもうな
いとか､天寿を全うしたとか話し合うことで死を受け止めていったのではないでしょうか｡
もうひとつこの地域で興味深いことは､位牌なき仏壇です｡位牌は菩提寺や､十王堂に預けら
れ､日常仏壇には位牌を置いていないのです｡法事のときには､わざわざ寺や｢王堂から位牌を
持ってくるそうです｡太田家の場合には､仏壇に､遺影とか仏像が置かれているそうです｡
8　故人への思い
最後に､時間が過ぎてしまいましたので一点だけ申し上げます｡故人への思い､つまり介護か
ら葬儀べという流れの中で家族がですね､故人への強い思いが出ています｡それが､先ほどの遺
稿集『思源洞叢録』などはその結晶ではないでしょうか｡こうしたかたちで､故人がたくさん残
した小説や随筆などを遺稿集として刊行しました｡遺族が故人の存在を内在化し､人生の中に位
置づけていく｡
葬儀の過程でも､そうした故人への思いがさまざまな場面でみられ､故人がその思いを受け
取ってもらえる､もしくはもらいたいというように見られました｡それは､故人の思いを葬儀の
中で反映するということで､遺族もそれを行いながら死を受け止めてゆく｡そうしたプロセスと
して､この葬儀は位置づけられているものとおもわれます｡そうした点で､ ｢いますがごとく｣､
つまり､死後もなお存在するかのように､ある意味受け止めることによって､死を受容してゆく
というところが､今回のこの葬儀の特徴なのではないかと考えます｡早口で大変申し訳ありませ
んでした｡ご静聴､どうもありがとうございました｡
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